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写真■昭和８年 (1933) 頃の完成した高架複々線路
（関目駅より森小路駅方面の景観）

写真提供：京阪電鉄

写真■現在の京阪旧軌道跡（図中の黄線が旧軌道跡）
写真：古市小学校開校 50周年記念誌から転載

図■京阪旧軌道跡
旧軌道跡は建物の向きが周りと違う 

写真■現在の京阪旧軌道跡

写真■京阪池　　　　は築堤用土砂の運搬用軌道

【
交
通
】
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　大正 10年 (1921)、蒲生～守口間の複々線化計画が

出てきた。そして最終決定を見るまでには様々な案が

検討され、計画案は二転三転する。それを３期に分け

て経過をたどってみると、第一段階では、カーブの多

い蒲生～森小路間の軌道を移転し、蒲生～森小路間を

直線化し、さらに森小路から守口までを直線化してス

ピードアップを図るというものであった。

　第二段階では、沿線の開発が進んでおり乗客の増加

が見込まれるので、将来の輸送量増加を考えて複々線

とすべきだというものであった。さらに第三段階では、

蒲生～守口間を直線化複々線化するだけでなく、高架

にして道路との平面交差をなくし、一層の高速化を図

るというものであった。

　新線の駅名は駅所在地の町村名が用いられたが、現

千林駅は旧線の森小路駅が東に移動しただけであった

ので、そのまま森小路駅とされた。

　だが隣の新森小路駅はやはり森小路町に所在したの

で『新』を冠して両駅が区別された。

　また滝井駅は本来、土居村に所在していたので土居

駅とすべきところ、土居村の中心に新しく土居駅が設

置されるので土居村の枝郷の俗称『滝井』の地名が付

けられた。この滝井駅が、駅周辺の住民が僅かであり

千林駅に近接していたにもかかわらず設置されたのは、

当時駅前に建設中の大阪高等女子医学専門学校附属病

院（現関西医大附属病院）への便宜を考えたからであっ

た。また新線の森小路駅は千林町にあり、当時既に千

林商店街が形成され商業地域として発展していたため、

千林町の知名度は森小路町を凌いでいた。

　このため開通２ヶ月余りで森小路の下に千林を付け

足して森小路千林駅という複合地名を用いて新たな駅

名に改められた。このような事例は地下鉄谷町線に見

られるように現在では珍しいことではないが、当時と

しては異例のことであった。

　その後、昭和 17年 (1942) ４月１日、森小路千林駅

は森小路をはずして千林駅と改め、駅名は単純化され

た。この時、関連して新森小路駅は『新』をはずして

単に森小路駅と改称された。

　ここで疑問視されることは、新駅４つのホームが全

て対面式なのに新森小路駅のみが島式となっているこ

とである。将来、急行を停車させることもあり得ると

の意図からか。もしそうであるならばこの駅のホーム

を他の４駅と同じ高さにしたはずである。

　ところが千林駅から下り方向に緩い坂になってお

り、この駅のホームは高架とは言えないくらい低い所

にある。計画段階で何か別の意図があったのではない

だろうか。この点については京阪電鉄に関する資料か

らは今のところ全く解明できる手掛かりがない。 

　しかし京阪ＯＢの人の話では将来この駅から梅田ま

で支線（地下線かもしれない）を造る案が一時期あっ

たという。或いは事実かもしれない。

　この低い高架線はその後の古市地域と清水地域間の

交通の障害となり、バスは勿論、消防車も通り抜けら

れず、遠回りをしなければならなかった。

　そのため、両地域の発展に大きな格差をもたらすこ

とにもなった。なぜ最初から、今日のような鉄筋コン

クリートの脚柱を建てなかったのかという疑問が残る

が、水田地帯の軟弱な土地に鉄筋コンクリート造りの

線路を建設するなどという技術は当時にはなかったの

である。

　この高架複々線直線軌道計画は、京阪電鉄が我が国

の民営鉄道で初めて実現させた画期的なものであっ

た。幸いにも計画線路の用地買収は難なく順調に進ん

だ。

　高架構造は線路の両側に 17 メートル幅でコンク

リートの側壁を築き、内部を土砂で固めていく方法で、

必要な土砂は三郷村字高瀬（土居駅東 600メートル）

の農地を買収、そこから土砂を採取した。そのため採

取地には東西約 250メートル、南北約 300メートル、

最深部 10メートルの大きな穴が空き、人工池が出現

した。この池は「京阪池」（現在は大枝公園）と名付

けられた。

　この工事の最終段階に至って、それまでの計画では

蒲生～守口間の駅は野江・関目・新森小路・森小路・

滝井の５駅と決まっていたが、工事起点の現土居駅の

南にあった私立京阪商業学校が新駅の追加設置を強く

会社に働きかけ、仮駅（現：土居駅）が設置されるこ

ととなった。そこで急遽、コンクリート壁に面して、

余っている土砂を積み上げホームを造成したが、他の

５駅に比べて、改札口を除いては屋根のない粗末な駅

であった。

　因みにその後、土居駅のあまりにも殺風景な駅を見

かねた近所に住む医者が桜の苗木を寄贈して土手に植

えたものが、今日ちょっとした桜の名所として乗客を

楽しませている。

　建設工事は昭和２年 (1927) １月 15 日から始めら

れ、４年９ヶ月の歳月をかけて 3.6 キロメートルの新

線が昭和６年 (1931)10 月 14 日に一応完成した。た

だしＢ線（普通が走る外側の線路）のみであった。

　Ａ線（特急、急行が走る内側の線路）は未完のまま

で、全線開通は昭和８年 (1933)12 月 29 日、約２年

遅れでようやく開業した。

　この遅れた理由については、折からの不況で銀行の

借入金や社債の売れ行きなど工事資金の調達が思うよ

うにいかなかったためと言われている。

３．高架複々線へ

将来を見据えて高架複々線へ～様々な案を検討

千林駅、森小路駅の駅名の変遷

森小路駅付近の高架が低い理由

京阪池の出現

複々線の内側の線路は
遅れて開通


